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テ
ー
マ

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
と
保
育
」

　
　

平
成
27
年
度  

第
２
回
仏
教
保
育
研
修
会　
　
　
　
　
　
　

           

平
成
28
年
１
月
20
日
／
大
本
山
増
上
寺
・
光
摂
殿

Mar.
    

保
の
仕
組
み
（
認
可
制
度
改
革
、
確

    

認
制
度
）

❸ 

必
要
な
財
源
の
確
保
（
消
費
税
財
源
）

❹ 

幼
保
一
体
化
で
き
る
仕
組
み
の
実
現

　

子
ど
も
家
庭
福
祉
・
保
育
に
お
い

て
は
、
障
害
者
施
設
等
給
付
制
度
が

で
き
た
後
、
紆
余
曲
折
を
経
て
12
年

後
の
平
成
27
年
度
か
ら
子
ど
も
家
庭

福
祉
・
保
育
制
度
の
一
環
と
し
て「
子

ど
も
・
子
育
て
新
制
度
」
が
誕
生
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
支
援
制
度
は
、

福
祉
改
革
と
人
づ
く
り
政
策
と
し
て

の
教
育
改
革
の
結
節
に
よ
る
所
産
で

あ
る
。
背
景
は
、①
待
機
児
童
対
策
、

②
地
域
の
子
ど
も
を
親
の
事
情
で
分

断
し
な
い
、
③
幼
児
期
の
教
育
の
振

興
、
３
歳
以
上
の
子
ど
も
に
学
校
教

育
を
保
障
、
④
全
世
代
型
社
会
保
障

の
実
現
、
の
４
点
に
あ
る
。
そ
の
根

底
を
支
え
る
理
念
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン（
社
会
的
包
摂
）

で
あ
る
。
す
べ
て
の
子
ど
も
と
子
育

て
家
庭
が
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

受
け
ら
れ
る
社
会
、
乳
幼
児
か
ら
質

の
高
い
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
目
指
す
こ
と
を
主
眼
と
し

て
い
る
。

講　

師　
　

柏
女 

霊
峰 

先
生
（
淑
徳
大
学 

総
合
福
祉
学
部
教
授
）

　

「
平
成
27
年
度
か
ら
『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。こ
の
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
に
設
置
さ
れ
た
研
究
会
か
ら
、

平
成
15
年
に
『
社
会
連
帯
に
よ
る
次
世
代
育
成
支
援
に
向
け
て
』
と
題
す
る
報

告
書
を
公
表
し
て
以
来
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、
平
成
19
年
12
月
、
今
か
ら
７
年

以
上
も
前
か
ら
本
格
的
な
議
論
が
開
始
さ
れ
て
法
制
定
に
至
っ
た
も
の
で
、
実

に
12
年
越
し
の
構
想
の
実
現
と
言
え
ま
す
。
こ
の
新
制
度
の
特
徴
は
４
点
で
あ

り
、
い
わ
ば
育
児
へ
の
介
護
保
険
モ
デ
ル
の
適
用
で
あ
り
、
従
来
か
ら
の
懸
案

で
あ
っ
た
幼
保
一
体
化
の
推
進
で
も
あ
る
と
言
え
ま
す
」。
柏
女
先
生
は
始
め

に
こ
う
語
ら
れ
て
か
ら
本
題
に
入
り
ま
し
た
。
先
生
は
、内
閣
府
の
「
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
委
員
」
で
あ
り
、
東
京
都
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
副
議

長
な
ど
も
務
め
て
お
ら
れ
、新
制
度
創
設
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

支
援
新
制
度
は
幼
保
界
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
が
注
視
し
て
い
る
制
度
と
あ
っ

て
、
当
日
は
１
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
熱
心
に
聴
講
し
、
司
会
者
が
時
間

切
れ
を
告
げ
る
ま
で
質
疑
が
続
き
ま
し
た
。
以
下
要
旨
を
お
届
け
し
ま
す
。

    　

  

 
■
新
制
度
の
特
徴

　

新
制
度
の
淵
源
は
、
平
成
12
年
の

介
護
保
険
法
施
行
並
び
に
社
会
福
祉

法
の
制
定
・
施
行
に
遡
る
。
高
齢
者

福
祉
制
度
に
お
い
て
介
護
保
険
制
度

が
創
設
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。

　

そ
う
い
う
背
景
の
も
と
で
議
論
の

末
に
法
制
定
に
至
っ
た
。
新
制
度
の

特
徴
は
以
下
の
４
点
に
あ
る
。

➊ 

保
育
需
要
の
掘
り
起
こ
し
（
保
育

    

の
必
要
性
の
認
定
）

❷ 

保
育
需
要
に
見
合
う
サ
ー
ビ
ス
確

 

■
給
付
の
全
体
像

　

給
付
の
全
体
像
と
し
て
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
給
付
と
し
て
「
子

ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
（
児
童
手

当
）」
と
、「
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・

保
育
給
付
」
が
あ
る
。
教
育
・
保
育

給
付
は
施
設
型
給
付
と
地
域
型
保
育

給
付
と
に
分
か
れ
る
。
施
設
型
給
付

の
対
象
と
な
る
教
育
・
施
設
に
は
、

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
、保
育
所
、

幼
稚
園
、
幼
保
連
携
型
以
外
の
認
定

こ
ど
も
園
が
あ
り
、
地
域
型
保
育
給

付
の
対
象
と
な
る
事
業
に
は
、
小
規

模
保
育
事
業
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
、
事
業
所
内
保
育
事
業
が
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
柏
女
先
生
は
、「
新

制
度
の
仕
組
み
」「
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
の
主
な
基
準
」「
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育

要
領
」「
地
域
型
・
小
規
模
・
居
宅
型
」

等
の
保
育
事
業
、か
ら
「
病
児
保
育
」

「
認
可
外
保
育
サ
ー
ビ
ス
」
等
に
つ

い
て
述
べ
、
利
用
者
の
支
援
事
業
、

放
課
後
児
童
育
成
な
ど
に
至
る
ま
で

詳
細
、
且
つ
、
分
か
り
や
す
く
お
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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「
関
西
地
区
連
絡
協
議
会
」
報
告

　
　
　
　
　

平
成
28
年
２
月
４
日
／
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

　

２
月
４
日
（
木
）
午
後
３
時
よ
り
、

京
都
市
「
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京

都
」
に
お
い
て
関
西
地
区
連
絡
協
議

会
が
開
催
さ
れ
た
。
三
帰
依
文
唱
和

の
後
、
緑
谷
一
雄
理
事
長
よ
り
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
協
議
会
開
催
に
あ
た
り
、

天
台
宗
社
会
部
長
・
角
本
尚
雄
様
、

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
保
育
連
盟
事
務

局
長
・
白
川
了
信
様
、
真
宗
大
谷
派

（
公
社
）
大
谷
保
育
協
会
事
務
局
長
・

橘 

秀
憲
様
、
各
宗
ご
宗
門
よ
り
来

賓
の
皆
さ
ま
に
ご
臨
席
頂
き
、
ま
た

天
台
保
育
連
盟
理
事
長
・
井
藤
圭
湍

様
、
浄
土
宗
保
育
協
会
理
事
長
・
白

籏
文
雄
様
も
宗
派
保
連
代
表
で
ご
臨

席
頂
き
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
五
島
事
務
局
長
よ
り
27

年
度
補
正
予
算
の
報
告
が
行
わ
れ
た

後
、
髙
山
副
理
事
長
よ
り
福
島
県
で

の
全
国
大
会
を
踏
ま
え
、
28
年
度
事

業
計
画
全
般
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
事
業
に
伴
う

28
年
度
予
算
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
、
公
益
法
人
会
計
基
準
の
仕
分
け

に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

   

そ
の
後
参
加
者
よ
り
、
イ
ン
ド
菩

提
樹
学
園
の
運
営
、全
国
大
会
開
催
、

オ
メ
ッ
プ
（O

M
E
P

）
と
の
関
係
等
、

事
業
に
つ
い
て
の
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
な
わ
れ
た
懇
親
会
の

席
で
は
、
全
国
仏
教
保
育
京
都
大
会

の
思
い
出
や
、
福
島
大
会
へ
の
抱
負

や
展
望
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

   

ま
た
こ
の
機
会
を
と
ら
え
て
、
各

ご
宗
派
に
お
け
る
仏
教
保
育
の
実
践

事
例
や
参
加
者
各
園
か
ら
の
幼
児
教

育
や
保
育
の
一
端
へ
と
話
題
が
広
が

り
、
大
変
和
や
か
な
中
に
も
意
義
の

あ
る
協
議
会
懇
親
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

関
西
地
区
の
み
な
ら
ず
全
国
各
地

で
の
仏
教
保
育
の
振
興
が
ま
す
ま
す

願
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　

事
務
局
長
・
五
島　

満

（
公
社
）
大
谷
保
育
協
会
事
務
局
長

　
橘  

秀
憲 

様

天
台
保
育
連
盟
理
事
長

　
井
藤
圭
湍 

様

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
保
育
連
盟

事
務
局
長

　
白
川
了
信 

様

日
仏
保
参
務
・
大
阪
支
部

　
神
谷
周
道 

先
生

出席者名簿
　（敬称略）

【 来 　 賓 】
角本　尚雄
白籏　文雄
橘　　秀憲
井藤　圭湍
白川　了信
【 京 都 幼 】
西本　卓爾
上原　雅明
日野　昭文
山羽　学天
橋川　昌治
末廣　敬邦
田中　玲子
【 京 都 保 】
戸津川聖信
吉澤　浩則
嶋本　弘元
黒坂　陽平
三好　東洋
審　　暁美
川島　永嗣
上村　茂夫
( 鈴木出版京都営業所）

【 大 　 阪 】
神谷　周道
平林　正見
【 本 　 部 】
緑谷　一雄
髙山　久照
金子　聡秀
古屋　吉雄
五島　　満
藤原　由里

浄
土
宗
保
育
協
会
理
事
長

　
白
籏
文
雄 

様
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今
年
度
で
48
回
目
を
迎
え
た
当

会
の
「
仏
教
保
育
絵
画
展
」
も
、

会
員
園
の
協
力
に
よ
り
大
盛
況
の

う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
会
場
探
し
に
奔
走
し
た
こ
と

が
つ
い
先
日
こ
と
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
三
河
会

場
も
、
今
年
で
６
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

以
前
に
も
お
話
し
た
こ
と
で
す

が
、
愛
知
県
は
尾
張(

愛
知
県
西

部)

と
三
河(

愛
知
県
東
部)

の

二
つ
の
地
区
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
当
会
は

１
０
０
の
会
員
園
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
尾
張
地
区
に
89
園
、
三

河
地
区
に
11
園
と
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
の
絵
画
展
参
加
園
は
、

お
よ
そ
半
数
の
約
55
園
程
度(

内  

三
河
地
区
７
園)

と
な
っ
て
い
ま

す
。
三
河
地
区
で
開
催
し
た
こ
と

に
よ
り
、
三
河
地
区
の
会
員
園
も

参
加
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
展

示
会
場
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
多
く
の
方
に
「
仏
教
保
育
絵

画
」
を
見
て
い
た
だ
く
機
会
が
増

え
、
仏
教
保
育
に
触
れ
て
い
た
だ

く
機
会
が
増
え
た
こ
と
は
と
て
も

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
仏
教
保
育
に
よ
っ

て
育
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
「
素

直
な
心
」「
優
し
い
感
性
」「
表
現

の
豊
か
さ
」
を
絵
画
等
で
表
現
し

よ
り
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
く

と
共
に
、
生
命
尊
重
の
保
育
を
社

会
生
活
に
実
践
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ

う
。
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
の
た
め
に
…
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　

掌

 
第
48
回 

愛
知
県
仏
教
保
育
絵
画
展

          　

名
古
屋
会
場
（
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                  

平
成
28
年
１
月
19
日
〜
24
日

　

             
三
河
会
場
（
豊
川
市
催
事
場
プ
リ
オ
５
階
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                  

平
成
28
年
２
月
12
日
〜
14
日

『
素
直
な
心
、
優
し
い
感
性
…
』

　
　
　
　
　
　
　
　

黒
野 
昌
康

　
　

             

　  (

美
園
保
育
園
園
長
／
愛
知
県
豊
川
市
）
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　　　　科　　目
　　　公益目的事業会計

　法人会計  内部取引控除  　　合　　計
　　公１ 　　小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　1．経常増減の部

　　(1) 経常収益

　　　基本財産運用益 0 0 0 0 0

　　　　基本財産利息収入 0 0 0

　　　特定資産運用益 84,000 84,000 0 0 84,000

　　　　特定資産利息収入 84,000 84,000 84,000

　　　受取入会金 10,000 10,000 0 0 10,000

　　　　入会金収入 10,000 10,000 10,000

　　　受取会費 12,650,000 12,650,000 12,650,000 0 25,300,000

　　　　会費収入 12,650,000 12,650,000 12,650,000 25,300,000

　　　事業収益 22,810,000 22,810,000 0 0 22,810,000

　　　　出版収入 13,480,000 13,480,000 13,480,000

　　　　刊行物監修収入 2,230,000 2,230,000 2,230,000

　　　　受講料収入 1,600,000 1,600,000 1,600,000

　　　　生命尊重募金収入 4,500,000 4,500,000 4,500,000

　　　　義援金収入 1,000,000 1,000,000 1,000,000

　　　受取補助金等 4,000,000 4,000,000 0 0 4,000,000

　　　　助成金収入 4,000,000 4,000,000 4,000,000

　　　受取負担金 0 0 0 0 0

　　　　中科目別記載 0 0

　　　受取寄付金 550,000 550,000 0 0 550,000

　　　　寄付金収入 550,000 550,000 550,000

　　　雑収益 6,005,000 6,005,000 1,600,000 0 7,605,000

　　　　運用利息収入 5,000 5,000 5,000

　　　　協賛金収入 1,000,000 1,000,000 1,000,000

　　　　広告収入 5,000,000 5,000,000 5,000,000

　　　　その他の雑収入 0 0 1,600,000 1,600,000

　　　経常収益計 46,109,000 46,109,000 14,250,000 0 60,359,000

　　(2) 経常費用

　　　事業費　　　 55,722,000 55,722,000 0 55,722,000

　　　　給料手当 4,064,000 4,064,000 4,064,000

　　　　臨時雇賃金 0 0 0

　　　　退職給付費用 0 0 0

　　　　福利厚生費　　　　 0 0 0

　　　　旅費交通費 650,000 650,000 650,000

　　　　通信運搬費 100,000 100,000 100,000

　　　　減価償却費 0 0 0

　　　　消耗什器備品費　　　 0 0 0

　　　　消耗品費 1,200,000 1,200,000 1,200,000

　　　　修繕費 0 0 0

　　　　印刷製本費 28,450,000 28,450,000 28,450,000

　　　　燃料費 0 0

　　　　光熱水料費 520,000 520,000 520,000

平成 28年度 収支予算書
平成 28 年４月１日から平成 29 年３月 31 日まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
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　　　　科　　目
　　　公益目的事業会計

　法人会計  内部取引控除  　　合　　計
　　公１ 　　小計

　　　　賃借料 2,208,000 2,208,000 2,208,000

　　　　保険料 0 0 0

　　　　諸会費 600,000 600,000 600,000

　　　　会議費 600,000 600,000 600,000

　　　　諸謝金 1,350,000 1,350,000 1,350,000

　　　　租税公課 0 0

　　　　支払負担金 0 0

　　　　支払助成金 12,400,000 12,400,000 12,400,000

　　　　支払寄付金 1,000,000 1,000,000 1,000,000

　　　　委託費 2,580,000 2,580,000 2,580,000

　　　　有価証券運用損 0 0 0

　　　　雑費 0 0 0

　　　管理費 9,968,000 0 9,968,000

　　　　役員報酬 0 0

　　　　給料手当 1,016,000 1,016,000

　　　　退職給付費用 0 0

　　　　福利厚生費 0 0

　　　　会議費 3,050,000 3,050,000

　　　　旅費交通費 1,920,000 1,920,000

　　　　通信運搬費 1,500,000 1,500,000

　　　　減価償却費 0 0

　　　　消耗什器備品費 100,000 100,000

　　　　消耗品費 200,000 200,000

　　　　修繕費 0 0

　　　　印刷製本費 600,000 600,000

　　　　委託費 500,000 500,000

　　　　光熱水料費 130,000 130,000

　　　　賃借料 552,000 552,000

　　　　保険料 0 0

　　　　諸謝金 400,000 400,000

　　　　租税公課 0 0

　　　　支払負担金 0 0

　　　　支払寄付金 0 0

　　　　支払利息 0 0

　　　　有価証券運用損 0 0

　　　　雑費 0 0

　　　経常費用計 55,722,000 55,722,000 9,968,000 0 65,690,000

　　当期経常増減額　　　　 Δ 9,613,000 Δ 9,613,000 4,282,000 0 Δ 5,331,000

　２．経常外増減の部

　　(1) 経常外収益

　　　中科目別記載 0 0

　　経常外収益計 0 0 0 0 0

　　(2) 経常外費用

　　　中科目別記載 0 0

　　経常外費用計 0 0 0 0 0

　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0

　　他会計振替額 0 0

　　当期一般正味財産増減額 Δ 9,613,000 Δ 9,613,000 4,282,000 0 Δ 5,331,000



平成 28年３月１日発行 第 623 号（6）

大科目 中科目 小科目 本年度予算額 (A) 前年度予算額 (B) 増減 (A-B) 備　考

基本財産運用収入 基本財産利息収入 84,000 385,000 Δ 301,000

社団基金利息収入 70,000 200,000 Δ 130,000 元金 45,355,000 円

菩提樹学園利息収入 9,000 180,000 Δ 171,000 元金 32,100,000 円

持田基金利息収入 1,000 1,000 0 元金 800,000 円

古屋基金利息収入 4,000 4,000 0 元金 5,400,000 円

入会金収入 入会金収入 入会金収入 10,000 10,000 0 ２園

会費収入 会費収入 会費収入 25,300,000 25,300,000 0 23,000 × 1,100 施設

事業収入 出版収入 13,480,000 14,010,000 Δ 530,000

こどものくに収入 1,000,000 1,530,000 Δ 530,000

ほとけの子収入 5,280,000 5,280,000 0 40,000 × 11 × 12

仏教保育カリキュラム 7,200,000 7,200,000 0 購読料  1200 部

刊行物監修 2,230,000 2,230,000 0

こどものくに編集 280,000 280,000 0

出席カード印税 350,000 350,000 0 フレーベル仏保版出席カード

保育教材ロイヤリティー 1,600,000 1,600,000 0 夏の絵本、合掌人形、上製本等

その他編監修料 0 0 0

受講料収入 中央講習会受講料 1,600,000 1,600,000 0 例年の参加者約 160 名ほど

社会貢献・国際交流 4,500,000 4,500,000 0

（生命尊重） 生命尊重募金 4,500,000 4,500,000 0

義援金 義援金 1,000,000 1,000,000 0

補助金収入 助成金収入 年度・制度対策助成金 4,000,000 4,000,000 0 宗派・本山よりの助成金

寄付金収入 寄付金収入 寄付金収入 550,000 550,000 0 鈴木出版 25　保育教材６社 30

雑収入 雑収入 7,605,000 7,605,000 0

運用利息収入 5,000 5,000 0

協賛金収入 1,000,000 1,000,000 0 協賛金

広告収入 5,000,000 5,000,000 0 仏カリ他広告収入

その他の雑収入 1,600,000 1,600,000 0 6 月・1月懇親会費
関西地区連絡協議会懇親会費
養成機関連絡協議会懇親会費

特定預金取崩 退職給与引当金 取崩収入 0 0 0

前期繰越 繰越収支差額 前期繰越金 101,000,000 104,200,000 Δ 3,200,000

合計 161,359,000 165,390,000 Δ 4,031,000

大科目 中科目 小科目  本年度予算額 (A)  前年度予算額 (B)    増減 (A-B)          備　考 組替後対応科目

事業費 人件費 臨時雇賃金等 0 0 0 事業のための臨時雇

調査研究費 研究運営費 200,000 200,000 0 印刷製本費

教育研究奨励費 650,000 200,000 450,000

教育研究会補助 150,000 150,000 0 東仏保ゼミ補助 支払助成金

古屋・持田賞 200,000 0 200,000 全国大会開催年 支払助成金

仏教保育功労賞 50,000 50,000 0 賞状、記念品 消耗品費

研究発表指定園 200,000 0 200,000 全国大会開催年 支払助成金

仏教保育精励賞 50,000 0 50,000 全国大会開催年 消耗品費

菩提樹学園充実 600,000 800,000 Δ 200,000

学園視察派遣旅費 400,000 600,000 Δ 200,000 旅費補助 旅費交通費

同上資料代 200,000 200,000 0 学園おみやげ 消耗品費

大会講習会開催費 7,300,000 7,300,000 0

全国大会開催費 3,800,000 3,800,000 0 全国大会開催年 ( 全国大会開催
地へ 350 万・２年で 700 万）

支払助成金

講習会開催費 2,050,000 2,050,000 0 関西地区研修会
夏期期講習会
夏期講習会案内印刷

支払助成金 130
諸謝金 70
印刷製本費５

仏教保育研修会費 450,000 450,000 0 理事評議員会同時開催
講師料・案内状印刷

諸謝金 10
印刷製本費 20

支部講習会補助 1,000,000 1,000,000 0 支部、ブロックで行う講習会補助

　　　　　　　　　　　　　          平成 28年度  収支予算書説明資料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日
Ⅰ、収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   単位：円

Ⅱ、支出の部
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大科目 中科目 小科目  本年度予算額 (A)  前年度予算額 (B)    増減 (A-B)          備　考 組替後対応科目

事業費 刊行・出版費 26,500,000 27,500,000 Δ 1,000,000

仏教保育出版費 9,000,000 9,000,000 0 約 75 万× 12 印刷製本費

ほとけの子出版費 1,500,000 1,500,000 0 原稿、制作費 印刷製本費

月刊仏カリ費 16,000,000 17,000,000 Δ 1,000,000 製作、発送費 印刷製本費

各種委員会委託 1,180,000 1,180,000 0

仏カリ編集委員会 200,000 200,000 0 委託費

こどものくに編集委員会 280,000 280,000 0 委員会へ 委託費

ほとけの子編集委員会 400,000 400,000 0 委員会へ 委託費

教材開発委員会 300,000 300,000 0 委員会へ 委託費

助成金支出 4,300,000 4,300,000 0

支部助成金 2,500,000 2,500,000 0 支部へ会費 10％還元 支払助成金

菩提樹学園助成 1,000,000 1,000,000 0 学園運営費　
国際仏教興隆協会へ

支払助成金

各種団体提携費 800,000 800,000 0 宗派保連、保育団体・
関西地区連絡協議会

会議費 45旅費交通費
25　支払助成金 10

社会貢献・国際交流 4,300,000 4,400,000 Δ 100,000

（生命尊重） 菩提樹学園助成 1,000,000 1,000,000 0 学園運営費
国際仏教興隆協会へ

支払助成金

義援金 1,000,000 1,000,000 0 支払寄附金

印刷作成費 1,500,000 1,600,000 Δ 100,000 印刷製本費

募金経費 800,000 800,000 0 消耗品費

各種対策費 2,300,000 2,300,000 0

組織強化費 1,000,000 1,000,000 0 支部強化経費
支部事業助成

支払助成金

制度対策費 1,000,000 1,000,000 0 懇話会、顧問弁護士 諸謝金 40  諸会費 60

養成機関連絡費 300,000 300,000 0 養成機関連絡協議会 支払助成金 15  会議費 15

事業雑費 1,100,000 1,100,000 0

ホームページ運営費 600,000 600,000 0 委託費 50  通信費 10

事業雑費 500,000 500,000 0 委託費 40  消耗品費 10

管理費 会議運営費 4,850,000 5,050,000 Δ 200,000
理事運営審議委員会開催費 2,800,000 2,800,000 0 ２回開催交通費

１月新年懇親会
旅費交通費 150
会議費 130

総会運営費 1,500,000 1,500,000 0 総会及び６月懇親会
総会案内印刷

会議費 120
印刷製本費 30

支部長会・参務会開催費 300,000 500,000 Δ 200,000 将来検討委員会 会議費

事務局運営費 250,000 250,000 0 会議費

給料手当 5,080,000 5,080,000 0

給料・諸手当 3,800,000 3,800,000 0 給与 +通勤交通費
非常勤分を省く

給料手当

賞与 960,000 960,000 0 4 ヶ月 給料手当

所定福利費 320,000 320,000 0 健保、年金掛金補助
労働保険

給料手当

役務費 3,620,000 3,620,000 0

旅費交通費 420,000 420,000 0 交通費 旅費交通費

通信運搬費 1,500,000 1,500,000 0 郵券、電話等通信費 通信運搬費

印刷製本費 300,000 300,000 0 封筒等印刷全般 印刷製本費

什器備品費 100,000 100,000 0 事務所備品 消耗什器備品費

消耗品費 200,000 200,000 0 文具等 消耗品費

借料損料 600,000 600,000 0 事務機器リース
コピーランニングコスト

賃借料

租税公課 500,000 500,000 0 法人税等 租税公課

事務所費 2,810,000 2,810,000 0

貸借料 2,160,000 2,160,000 0 事務所賃借料 18 万／月 賃借料

光熱水費 650,000 650,000 0 光熱水費負担金 光熱水料費

諸謝金 慶弔費 400,000 400,000 0 諸謝金

事務雑費 管理雑費 500,000 500,000 0 委託費

特定預金支出 退職給与引当金 退職給与引当金 600,000 600,000 0

予備費 予備費 予備費 5,000,000 5,000,000 0

当期収支差額 当期収支差額 差額繰越金 90,069,000 93,050,000 Δ 2,981,000

合計 161,359,000 165,390,000 Δ 4,031,000
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「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
電
力
の
完
全
自
由
化
」

　
　

 事務局日誌

■
以
前
に
も
、
書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
我
々
日
本
人
は
、
こ

ん
な
に
食
べ
も
の
を
粗
末
に
す
る
国
民
に
な
つ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
■
テ
レ
ビ
で
は
、
大
食
い
大
会
等
が
行
わ
れ
、
抗
議
が
な

い
よ
う
に
「
残
さ
ず
ス
タ
ッ
フ
が
食
べ
ま
し
た
」
の
テ
ロ
ッ
プ
、
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
食
べ
放
題
。
先
日
、
出
席
し
た
披
露
宴
で
も
、

綺
麗
な
お
召
し
物
が
汚
れ
て
は
困
る
の
か
、
平
気
で
料
理
を
残
し
ま

す
。
１
年
間
に
日
本
で
食
べ
ら
れ
る
こ
と
な
く
処
分
さ
れ
る
食
物
は

８
０
０
万
ト
ン
、
１
人
当
た
り
60
食
分
を
無
駄
に
し
て
い
る
の
で
す

■
年
末
の
大
掃
除
の
際
、
祖
母
の
割
煮
着
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ

う
い
え
ば
、
祖
母
は
和
服
で
し
た
か
ら
、
「
割
煮
着
を
着
れ
ば
着
物
が

汚
れ
な
く
済
む
か
ら
ね
」
と
。
こ
れ
か
ら
は
、
披
露
宴
で
は
割
煮
着

の
着
用
を
義
務
付
け
る
、
食
べ
放
題
で
残
し
た
ら
条
例
で
罰
金
を
科

す
等
、
バ
カ
み
た
い
な
こ
と
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
く

ら
い
の
意
識
改
革
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る

気
が
い
た
し
ま
す
。
我
々
は
命
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

（
根  

本
）

２
／
４　

関
西
地
区
連
絡
協
議
会(

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
）

２
／
12　

「
仏
カ
リ
」「
仏
教
保
育
」
編
集
会
議

　
　
　
　

事
務
局
会
議

２
／
18　

こ
ど
も
の
く
に
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
版
」
編
集
会
議

２
／
22　

養
成
機
関
連
絡
協
議
会
（
芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
）

２
／
24　

「
ほ
と
け
の
子
」
編
集
会
議

「
こ
の
４
月
か
ら
一
般
家
庭
で
使
う
電
気
の
小
売
り
が
自
由
化
さ
れ
ま

す
」
こ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
が
こ
こ
数
日
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

「
地
域
独
占
が
廃
止
さ
れ
、
ど
こ
か
ら
で
も
安
い
料
金
で
電
気
が
買
え

ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
て
も
、
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
買
い
方
を
す
れ
ば
い

い
の
か
戸
惑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
電
力
会
社
は
『
売
れ
な
い
リ
ス
ク
を
考
え
ず
に
設
備
投
資

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
質
の
高
い
送
電
線
を
造
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
年
間
の
停
電
時
間
の
短
さ
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
水
準
を
誇
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。
こ
の
質
の
高
さ
を
維
持
す
る
た
め

の
設
備
投
資
は
す
べ
て
電
気
料
金
と
し
て
消
費
者
に
跳
ね
返
っ
て
い
た
だ

け
に
、
自
由
化
以
降
は
消
費
者
が
電
力
会
社
を
選
べ
る
の
で
料
金
の
安
い

会
社
と
契
約
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

電
力
会
社
を
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
し
き
り
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま

す
。
セ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
だ
と
か
、
ポ
イ
ン
ト
付
き
や
割
安
プ
ラ
ン
を
は
じ

め
、
こ
れ
ま
で
会
社
が
決
め
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、
消
費
者
獲
得
に
各
社
と
も
躍
起
に

な
っ
て
い
る
感
じ
で
す
。
そ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
競
争
の
中
で
か
す
ん
で
、
肝

心
の
と
こ
ろ
が
分
か
り
に
く
い
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。

安
い
か
ら
と
契
約
は
し
た
も
の
の
、
頻
繁
に
停
電
が
起
こ
る
の
で
は

な
い
か
、
契
約
し
た
電
力
会
社
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
変
わ
る
の

で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
心
配
ま
で
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。


